
NPO 法人岡崎がくどうの会 

令和 5 年度第 2 回岡崎市放課後児童クラブ支援員研修会レポート 

【日時】 2023 年 10 月 11 日（水）9 時 30 分～10 時 30 分 

【会場】 岡崎市役所福祉会館 6 階大ホール 

【内容】 防災減災講座 

【講師】 岡崎市防災課 

【クラブ】（   なかよしクラブ   ） 

 【名 前】（    吉川 美里    ） 

 

本日の研修で心にのこったことや気づいたことや学んだこと、今後の実践に活かしていき

たいことなど、感想もふくめてお書きください（自由記述）。 

 

 防災・減災講座ということでしたが、時間が短いため、地震や水害の被害予測や備えに

ついて知り、ハザードマップ等をどんどん活用し、先ずは自分の地域をよく知ることの大

切さを学びました。では実際どうしたら良いかまで深く考えようとするには、また別にか

なり長い時間の受講とクラブ内での話し合いが必要であると感じました。 

 自分の子どもが小学生の時、地震についての自由研究で、特に南海トラフ巨大地震やそ

の被害について、色々な防災センターなどに足を運んで一緒に勉強したことを思い出しま

した。現地で直接ボランティア活動に携わった方に、困ったことや必要な物、先ずは準備

しておくと良いものなど聞き、早速なかよしクラブに簡易トイレをいただきました。 

 水害については、ついこの間川の決壊により、身近なたけのこクラブの周辺が浸水の被

害にあいました。資料の写真にもたけのこクラブ周辺一帯が掲載されていました。やはり

状況に応じて早目の避難の必要性を感じました。ただ研修にも出てきましたが、保護者へ

伝えるタイミングは大切で、慌てさせて保護者が二次災害に巻き込まれないように気を付

けないといけないと思っています。 

幸いなかよしクラブの周辺には避難場所として考えられる場所が多くあり、小学校の体育

館もすぐそばにあります。ハザードマップ等で調べたところ、今のところなかよしクラブ

の地域は、液状化や水害の地域に入っていませんでした。しかしながら、気を付けて情報

に耳を傾けていないと何が起こるか分からない！という心構えを常に持ち、指導員全員で

確認していこうと思います。 

 

 

 

 

※提出されたレポートは、当会のホームページや広報誌に掲載する場合もありますので、あらかじめご了承ください。 

※〆切は、研修終了後、2 週間以内です。常勤･専任指導員に手渡し、または、okazakigakudou@yahoo.co.jp までお送りください。 

 


